
＜問合せ先＞多摩立川保健所管理課保健医療担当 代表電話： 042-524-5171 担当： 本松、 安間

対 象: 医科診療所・ 歯科診療所・ 助産所の医療安全推進担当者
（ 医師・ 歯科医師・ 助産師・ 看護師・ 歯科衛生士・ 事務等の医療従事者）

開催方法: オンデマンド 配信（ 保健所YouTubeチャンネル）
配信期間: 令和7年11月25日(火曜日)午前11時から令和7年12月8日（ 月曜日）

午前11時まで
配信時間: 約60分間
申込方法: 以下のURL又は右の2次元バーコード よ り 各自お申し込みく ださい。

申込期限: 令和7年9月30日（ 火曜日） 締切
その他: 申込締切後、 お申込みいただいたメ ールアド レス宛に11月21日

(金曜日)までに配信用URL等の案内を送付します。
また、 研修会後、 希望者には受講結果票を交付します。

AMR（ 薬剤耐性） 対策と OASCI Sについて
～抗菌薬の適正使用と 地域連携の強化～

講師

昨今、 抗菌薬が効かない薬剤耐性菌が世界的に問題と なっており 、
何も対策を講じない場合、 2050年には世界で1,000万人の死亡が想
定され、 がんによる死亡者を超えると した報告があり ます。 本研修
会では、 薬剤耐性菌の状況、 抗菌薬の適正使用、 薬剤耐性菌に対す
る感染対策などの最新の知見を国内外の状況をふまえて解説し、 日
常の診療の中で効果的にAMR対策に取り 組めるよ う な内容をお伝え
します。 また、 診療所版J-SIPHE「 OASCIS（ Online monitoring system 
for antimicrobial stewardship at clinics： 診療所における抗菌薬適正使
用支援システム） 」 についても解説し、 地域連携を強化して診療所
のAMR対策をより 一層推進するこ と を目指します。

薬剤耐性に起因する感染症による疾病負荷のない世界を実現する
ためには、 医療従事者の積極的な協力が必要不可欠であり 、 皆様の
ご参加を心より お待ちしており ます。

医療安全支援センター研修会

国立国際医療センター AMR臨床リ ファ レンスセンター

医師 松永 展明 氏
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＜問合せ先＞多摩立川保健所管理課保健医療担当 代表電話： 042-524-5171 担当： 本松、 安間

対 象: 医科診療所・ 歯科診療所・ 助産所の患者相談窓口担当者
（ 医師・ 歯科医師・ 助産師・ 看護師・ 歯科衛生士・ 事務等の医療従事者）

開催方法: オンデマンド 配信（ 保健所YouTubeチャンネル）
配信期間: 令和7年11月25日(火曜日)午前11時から令和7年12月8日（ 月曜日）

午前11時まで
配信時間: 約90分間
申込方法: 以下URL又は右の2次元コード より 各自お申し込みく ださい。

申込期限: 令和7年9月30日（ 火曜日） 締切

その他: 申込締切後、 お申込みいただいたメ ールアド レス宛に11月21日(金曜
日)までに配信用URL等の案内を送付します。
また、 研修会後、 希望者には受講結果票を交付します。

ペイシェント ハラスメ ント 対策
（ 病院におけるカスタマー・ ハラスメ ント 対策）

～患者・ 家族と の向き合い方～

講師

今回は研修テーマと して毎回多く の希望があるハラ スメ ント 対策
を取り 上げ、 日本赤十字社・ 長崎原爆病院において医療安全委員会
の委員を務めると と も に、 臨床医療法務の分野で長 く ご活躍さ れて
いらっしゃる弁護士の福﨑博孝先生を講師に招き、 紛争予防と 解決
のための実践的な手法をお話いただきます。

様々なカスタマー・ ハラ スメ ント の中で、 先生は医療現場におけ
る患者や家族などからの迷惑行為をペイシェント ハラ スメ ント と 呼
び「 患者・ 家族が医療者に対し 、 正当な医療行為を妨害する暴言、
暴力、 セク ハラ 、 いじめ・ 嫌がらせなどハラ スメ ント 行為をするこ
と 」 と 定義しています。 日々の診療の現場でお困り のこ と があり ま
したら 、 解決策と なるよ う な手掛かり が見つけられるかも しれませ
ん。 こ の貴重な機会に是非聴講なさ ってみてはいかがでし ょ う か？

医療安全支援センター研修会

弁護士法人ふく ざき法律事務所

弁護士 福﨑博孝氏
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＜問合せ先＞
多摩立川保健所代表電話：042-524-5171
多摩立川保健所管理課保健医療担当 担当：本松、安間

対      象︓主に多摩立川保健所管内６市（立川市・昭島市・国分寺市・国立市・
東大和市・武蔵村山市）に在勤、在学、在住の方。

配信期間︓令和7年11月25日(火曜日)午前11時から令和7年12月8日（月曜日）
午前11時まで（オンデマンド配信）

開催方法︓保健所YouTubeチャンネルで配信（約60分間の動画）

視聴方法︓配信期間が近づきましたら多摩立川保健所のホームページで
ご案内します

その他︓動画視聴後、アンケートへの回答に御協力ください。
（アンケートURL）

 

美容医療の正しいかかり方
〜満足のいく施術を受けるために〜

講師

東京都多摩立川保健所

医療安全支援センター公開講座

TMI総合法律事務所、元厚生労働省医政局医事課課長補佐

弁護士 坂下 美沙 氏
厚生労働省の調査によれば、美容外科の診療所は令和5年10月時点で全国

に2,016施設に上り、3年間で4割増えました。また、全国の消費生活セン
ターに寄せられる美容医療に関する相談は、これまで2,000件程度で推移し
てきていましたが、近年は増加傾向にあり、令和4年度は3,700件を超えて
います。消費生活センターへの相談内容は、契約、料金、施術、広告、ア
フターサービスと多岐に渡っています。
本公開講座では、住民の皆さまが美容医療について正しい知識を持ち、

適切に受療できるように、美容医療を取り巻く現状、課題、受診時の注意
点などをわかりやすくお伝えします。皆様のご参加を心よりお待ちしてお
ります。
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